
株式会社オンワードコーポレートデザインは、生活文化

創造企業である株式会社オンワードホールディングス

100％出資の会社で、ユニフォームやセールスプロモーシ

ョン、空間づくりなどを行っており、障害のあるAさんとBさ

んが働いています。

Aさんは視覚障害、Bさんは透析を必要とする身体障

害があります。今まで特別な配慮は行っていませんでし

たが、活躍してくれていました。最近になり、各々に悩み

を抱えている様子が感じられ、会社として更に長期にわ

たり安定して働いてもらうため、サポートが必要だと感じて

いました。そこで、以前から存在を知っていた東京しごと

財団の「職場内障害者サポーター事業」に申し込むこと

にしましたが、2人の被支援者に対して1人では支援が

難しいと判断し、同僚社員3人で申し込むことにしました。

― 障害内容の異なる2人の被支援者へのサポートについて  ―
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株式会社
オンワードコーポレートデザイン

Aさん、Bさんそれぞれの悩みの

相談窓口の設置

サポ-タ-

事業概要 ： 制服、雑貨等の製造と販売

従業員数 ： 282名 （令和7年3月現在）

 ： 松岡さん、栗林さん、原さん(職場同僚)

被支援者 ： Aさん(視覚障害)、Bさん(身体障害)

勤続年数 ： 20年9か月、17年10か月（令和7年3月現在）

業務内容 ： Aさんヘルスキーパー、Bさん技術職

取組み

効果

支援
内容

Aさん…相談しやすい環境

Aさん…社内での移動の安全性確保

める必要があるため、定期的に面談をする必要があると

助言をもらいました。早速、Aさんに面談を行うことを伝

えて4人での面談を実施しました。

初めこそ硬い表情でしたが、回数を重ねるごとに悩み

や希望について教えてくれるようになりました。その面談で

判明した悩みは、下記の4点でした。

①現在のエレベーターには点字表示や音声案内がない

ため、毎日階段で社内を移動している。

②飲料自販機に点字表示がなく商品が選べないため、

 都度コンビニまで出かけている。

③社員通用口のスロープが無くなり、入口が分かり難い。

④マッサージ業務は手隙時間が発生しやすく、「すること

がない」というストレスを感じている。

まず2人の悩みを確認するためにサポーター支援員に

相談をしたところ、被支援者各々とコミュニケーションを深

Aさんの業務上に発生する

手隙時間のための業務切り出し

サポーターの3人はAさんとの面談後、早速相談をして、

下記4点を提案しました。

①エレベーターへの点字表記を行い、会社に音声案内

   のエレベーターへの変更依頼をする。

②大容量のペットボトルを購入し、Aさん専用の飲み物

 置き場を決めて、飲み物を探さなくてもよいようにする。

③社員通用口にスロープの再設置をする。

④手隙時間対策として社員向け研修動画のナレーショ

ンに挑戦する。

Aさんは3人のサポーターが、エレベーターの点字表示

(後日音声案内導入)、飲み物の購入、スロープの設

置を迅速に対応してくれたことに感謝して、サポーターか

Aさんが安心して仕事に取り組める

職場環境の整備

Bさん…就業環境の整備

Bさん…勤務シフト増で勤務の安定
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松岡さん 「企画から参加して、やりがいを持って働いて欲しい」

頼部署担当者だけで決めず、AさんとBさんも初め

から参加し、自分に任された仕事としてやりがいを

持ち、さらにイキイキと働いてもらいたいと考えてい

ます。

AさんとBさんには障害の有無に関係なく、皆の

見本となってほしいという期待もあります。3人のサ

ポーターは、余計な口出しをせずにAさんとBさんに

任せ、彼らが楽しそうに仕事をする姿を想像して

期待を膨らませています。

初めての研修動画のナレーション作業で苦労し

たAさんですが、最後までやり遂げて周囲から高評

価を受けたことで自信がつきました。既に2作目、

3作目の話も出ており、次回からは研修の目的や

台本作成から参加予定です。

また、Bさんは新規採用者への研修講師として

活躍しましたが、内容やテキストの更新、研修時

間などで改善点が見つかり、企画段階から参加す

ることになりました。これからは、サポーター3人の依
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Bさんの障害特性に配慮した

勤務時間の変更

会社は従業員の働きやすさ向上のため柔軟な勤務

制度を検討し、5種類のシフトを導入しました。これによ

り、Bさんが早退する際には出勤時間を前倒しにして、

早退の形を取らずに済むようになりました。

その結果、Bさんのストレスは解消されて業務に集中で

きるようになり、 Bさんは以前より楽しそうに業務を行うよ

うになりました。さらに、担当の業務は常に人手不足だっ

たため、新規採用者の指導も任されるようになりました。

Bさんの不安が解消されたことが面談で確認ができたた

め、サポーターの3人も安心しました。

AさんとBさんの問題がそれぞれ解決されたのは、サポ

ーターが1人だけではなく、3人の知識と協力によるもの

でした。これにより、サポーターの3人は自信を持って支

援ができるようになりました。

ら提案された手隙時間に行う業務として、社内向け研

修動画のナレーションにも挑戦することにしました。

初めは聞き取りやすい声のトーンやリズムを、意識しな

がら、サポーターと共に何回も練習し録音を重ねました。

その結果、約10分間の研修動画が完成し、現在では

全社員に対しての研修に使用されることになりました。

Aさんはこの成功から自信を得たようで、現在は2作目

を検討するまでに至り、手隙時間も解消されました。

サポーター3人はBさんとの定期面談で、Bさんは業務

に問題はないが、年齢や定期的な通院が必要な障害

の影響で体力低下を実感していて、いつまで働けるのか

という将来への不安を抱えてていることが分かりました。

まずサポーターは、周りの社員にBさんが体力面で業

務上問題を抱えていないかを確認したところ、特段問題

がないことが分かりました。次に行った面談で「どんな時に

体力低下を感じているのか」を確認したところ、Bさんは

今後の勤務継続に対する不安を抱えた

Bさんへの配慮

＜実際のエレベーター点字にかかる工事内容＞

定期的な医療ケアのため勤務時間の調整が必要な状

況にあり、周囲への配慮など精神的負担もあることが分

かりました。サポーター3人で相談した結果、実は体力

低下ではなく、早退することがBさんにとってストレスとなっ

ているのではないかと考えました。
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